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2000 年 4 月から 2001 年 3 月に初めて活動性肺結核と診断された 117 例と 12 ヶ月以上塗沫陽性が続く持続排菌例
14 例を対象とした。塗沫培養陰性例では、臨床症状・ツ反陽性・ 3剤または 4剤での化学療法開始後 3 ヶ月で X 線
の改善をみることで診断した。 111 例の他の呼吸器疾患症例と健常人 120 例を対照とした。抗原はこれまで報告が数
多くなされ、また感受性に優れる glycolipid antigen (TBGL) 、 lypoarabinomannan (LAM) 、 antigen60 (A60) 
の 3 抗原による方法で、行った。また活動性肺結核各症例の X 線所見と陽'性率についても検討した。各血清診断法単独
での活動性肺結核全体 (117 例)の陽性率は、 70.1% (TBGL) 、 67.5% (LAM) 、 70.9% (A60) と有意差は認め
なかった。その中で塗沫・培養とも陰性症例 (57 例)では 63.2% (TBGL) 、 66.7% (LAM) 、 63.2% (A60) であ
った。一方この 3 つの方法のいずれかで陽性を示した症例は活動性肺結核全体で 9 1.5%、塗沫・培養とも陰性症例に
おいても 86.0%に達した。偽陽性率は他の呼吸器疾患では 16.2%、健常人で 12.5%で、あった。 X 線所見との関係は、








るいは特異度が 55% と満足いくものではなかった。しかし今回 TBGL、 LAM、 A60 の 3 つの方法を選択することに








このような症例の迅速診断のため古くは 1898 年から血清診断が研究されてきた。ようやくここ 10 年で TBGL キ
ットと LAM 抗原に対する Mycodot キットが本邦でも保健適応となった。しかしいまだ単独ではその感受性は高くは
なく、補助診断にとどまるようである。
本研究は、特に以前より結核菌細胞壁糖脂質抗原に対する血清診断 (TBGL) の研究に臨床面から携わってきた著
者が、 LAM と A60 の二つの方法を選択して組み合わせることにより、特異度を低下させることなく感受性を高める
ことが可能であることを報告した。それは十分臨床の現場でも有用と考えられるレベルのものであり高く評価されて
よい。そして今後さらに有用な迅速血清診断法確立の方向性をも示唆するものである。
以上より、本研究は学位に値するものと考えられる。
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